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(19日 本国特許庁 (」P) ② 公 開 特 許 公 報 (A) (11)特許出願公開番号

特開判 -188614

(4D公 開日 平 成9年 (Ю師)7月 22日

識別記号 庁内整理番号

01)出願番号

Cの出願日 平成8年 (1996D l月9日

0 【 発明の名称】 パ ール光沢状組成物

(ワ)【要約】

【解決手段】特定の脂肪酸イソプロパノールアミド、界
面活性剤、ジメチルポリシロキサン、特定の高分子化合
物、パール光沢剤を含有するパール光沢状組成物。
【効果】毛髪などに対して優れた使用感、コンディショ
ニング効果を有し、優れたパール光沢を有し、かつ分散
安定性に優れる。

(71)出願人 lXllXX10952

鐘紡株式会社

東京都塁田区墨田五丁目17番4号
(72J発明者 山 口 順 士

神奈川県小田原市寿町5丁 目3番郎号 饉
紡株式会社化粧品研究所内
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【特許請求の範囲】

【請求項1】 平均炭素数が8～ 16の アシル基を持つ

脂肪酸イソプロパノールアミド、界面活性剤、ジメチル

ポリシロキサン、25℃ で1重量%水 溶液または1重量
%水 分散液の粘度がB型粘度計により測定したとき、
1,000～ loo,00ocpsで ある、ジメチルポ
リシロキサンを除く高分子化合物、パー′レ光沢剤を含有
するパール光沢状組成物。

【請求項2】 界面活性剤がイオン性界面活性剤である
請求項 1に記載のパール光沢状組成物。
【請求項3】 ジメチルポリシロキサンを除く高分子イヒ
合物がカチォン化セルロース誘導体である請求項1また
は2に記載のパール光沢状組成物。

【請求項4】 パール光沢剤が脂肪酸グリコールエステ
ルである請求項1、 2または3に記載のパール光沢状組
成物。

【発明の詳細な説明】

【0001】

【発明の属する技術分野】本発明は、毛髪などに対して
優れた使用感、コンディショニング効果を有し、優れた
パール光沢を有し、かつ分散安定性に優れたパール光沢
状組成物に関するものである。

【0002】

【従来の技術】近年の消費者のヘアケア意識の高揚に伴
い、ヘアケア製品に対する要望が多様化してきている。
このような製品においては、シャンプーの洗浄性や起泡
性、リンス・トリートメントの仕上がり感だけでなく、
塗布時の髪への延展性の良さやなじみやすさ、指通りの
良さ、すすぎ時に髪がきしまない等の使用性の良さが求
められている。また、使用性のみならず、外観上の美し
さや高級感を求める声も多<、 このような要望に対し美
しいパール光沢を与えることが試みられている。
【0003】 従来、シャンプーやリンスには優れた仕上
がり感を得るために、コンディショニング剤として、高
分子ジメチルポリシロキサン等などが広く用いられてい

る。しかし、高分子ジメチルポリシロキサンを水を分散
媒とした系に配合した場合、その分散安定性の点で問題
があつた。この対策としてキサンタンガムを用いる方法
(特開昭61-第 210022号 公報)、長鎖アシル誘
導体などを用いる方法 (特開平1-第 13013号 公
報)、脂肪酸アルカノールアミドを用いる方法 (特開平
3-第 135909号 公報)な どが提案されている。し
かしながら、キサンタンガムを用いる方法では塗布時の

延展性や使用時の指通りが十分でなく、脂肪酸アルカノ
ールアミドを用いる方法では、脂肪酸アルカノールアミ
ドを5～ 80重 量%(以 下、単に%と 略す)配合する必

要があり、すすぎ時に特有のきしみ感を有するなどの欠
点を生じていた。この方法によると脂肪酸アルカノール
アミドの量が5%よ り少ないと、きしみ感は解消される
が、高分子ジメチルポリシロキサンを安定に分散でき
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ず、所望の効果を得ることはできなかつた。また、これ
らの方法で得られる組成物は自濁状となり、外観上の美
しさに劣つていた。これらにパール光沢剤をカロえるとタト
観上の美しさは満たされるが使用上の欠点を解決するこ
とはできなかった。一方、上記の長鎖アシル誘導体など
を用いる方法ではパール光沢を得ることはできるが、塗
布時の延展性、髪へのなじみやすさの点で好ましくなか
つた。このように毛髪などに対して優れた使用感、コン

デイショニング効果を有し、分散安定性に優れ、かつ優
れたパール光沢を有するパール光沢状組成物は未だ開発
されていないのである。

【0004】

【発明が解決しようとする課題】本発明者は、前記従来
技術の欠点を改良せんとして鋭意研究した結果、特定の
脂肪酸イソプロパノールアミド、界面活性剤、ジメチル
ポリシロキサン、特定の高分子化合物およびパール光沢
剤を混合すると、上記欠点が改善されることを見出し、
本発明を完成した。すなわち、本発明の目的は、毛髪な
どに対して優れた使用感、コンディショニング効果を有
し、優れたパール光沢を有し、かつ分散安定性に優れた
パール光沢状組成物を提供するにある。
【0005】

【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、本発明のパール光沢状組成物は次のような構成を
とる。すなわち、本発明は、平均炭素数が8～ 16の ア
シル基を持つ脂肪酸イソプロパノールアミド、界面活性
剤、ジメチルポリシロキサン、25℃ で1重量%水 溶液
または1重量%水 分散液の粘度がB型粘度計により測定
したとき、1,ooo～ loo,ooocpsで ぁる、
ジメチルポリシロキサンを除く高分子化合物、パール光
沢剤を含有するパール光沢状組成物である。
【0006】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を詳述
する。本発明における脂肪酸イソプロパノールアミドの
アシル基は平均炭素数が8～ 16で あり、好ましくは1
0～ 14で ある。アシル基の平均炭素数が8未満の脂肪
酸イソプロパノールアミドを用いた場合には、十分な分
散安定性が得られず、また、アシル基の平均炭素数が1
6を超える脂肪酸イソプロパノールアミドを用いた場合
には、その低い溶解性のために洗髪後のすすぎ時にきし
む等の弊害が生じる。

【0007】 本発明における脂肪酸イソプロパノールア
ミドとしては、例えば、ウンデシレン酸イソプロパノー

ルアミド、ラウリン酸イソプロパノールアミド、ミリス
チン酸イソプロパノールアミド、ヤシ油脂肪酸イソプロ
パノールアミド、パーム核油脂肪酸イソプロパノールア
ミドなどが挙げられる。

【0008】 これらの脂肪酸イソプロパノールアミドは
一種または二種以上を混合して用いることができ、良好
な分散安定性、使用性を与えるためには、本発明組成物
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中に0.01～ 4.8%配 合されることが望ましい。
【0009】 本発明における界面活性剤はノニォン性、
アニオン性、カチォン性、両性のいずれでもよく、特に
イオン性界面活性剤が望ましい。

【0010】 望ましい界面活性剤の具体例としては、脂
肪酸石けん、アルキル硫酸塩型、アルキルエーテル硫酸
塩型、オレフィンスルホン酸塩型、リン酸エステル型、
アルキルエーテルカルボン酸塩型、アミノ酸塩型 (サル
コシン系、β―アラニン系、グルタミン酸系、アスパラ
ギン酸系など)、 スルホコハク酸塩型、タウリン型等の
アニオン性界面活性剤、スルホベタイン型、アルキルベ

タイン型、アミドプロピルベタイン型、イミダゾリニウ
ムベタイン型等の両性界面活性剤、ジステアリルジメチ
ルアンモニウムクロリド、ステアリルトリメチルアンモ
ニウムクロリド、ジベヘ、ニルジヒドロキシアンモニウム
クロリド、ベンザルコニウムクロリド、エチル硫酸ラノ
リン脂肪酸アミノプロピルジメチルアンモニウムなどの
カチオン界面活性剤などが挙げられる。

【0011】 これらの界面活性剤は、一種または二種以
上を混合して用いることができ、通常、本発明組成物中
にO.5～ 50%配 合される。良好な使用性を与えるた
めには、シャンプー、ボディシャンプー、洗顔料などの
洗浄料に使用する場合は3～ 50%が 望ましく、ヘァリ
ンス、ヘアトリートメントなどの頭髪化粧料に使用する
場合には0.5～ 20%が 望ましい。
【0012】 本発明のジメチルポリシロキサンは特に制
限はないが、優れたコンディショニング効果を得るため
には、 25℃ にお`する粘度が5, 00o～ 1, ooo,
000cStで ぁるジメチルポリシロキサンが望まし
い。また、これらのジメチルポリシロキサンは乳化重合
されたものであっても良い。

【0013】 これらのジメチルポリシロキサンは、例え
ば信越化学工業社製のKF-96Hシ リーズ、東レ・ダ
ウコーニング社製のBY22-029な どが挙げられ、
一種または二種以上を混合して用いることができ、使用
性を損なわない範囲で十分なコンディショニング効果を
与えるためには、本発明組成物中に0.01～ 25%配

合されることが望ましい。

【0014】 本発明で使用される、ジメチルポリシロキ
サンを除く高分子化合物は、25℃ で 1%水 溶液または
1%水 分散液の粘度がB型 粘度計により測定したとき
1,000～ loo,00ocpsを 示すものである。
1,000cps未 満のものを用いた場合には、良好な
分散安定性を得ることができない。また、loo,oo

Ocpsを 超えるものを用いた場合には、良好な分散安
定性、使用性を得ることができない。これらの高分子化
合物としては、アニォン性、カチォン性、両性、非イォ
ン性のいずれでも良いが、最も良好なコンディショニン
グ効果を与えるためには、カチォン性ポリマー、例え
ば、カチオン化セルロース誘導体、カチォン化グアーガ
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ム誘導体、4級 化ポリビニルピロリドン誘導体、ジメチ
ルジアリルアンモニウムクロライド誘導体、ポリグリコ
ールポリアミン縮合物、カチォン化澱粉、ヵチォン化ポ
リペプタイドなどが挙げられ、特にカチォン化セルロー

ス誘導体 (商品名 :カチナールHC-200[東 邦化学
工業副諄制 など)力理 ましい。

【0015】 これらの高分子化合物は一種または二種以
上を混合して用いることができ、良好な分散安定性、使
用性を与えるためには、本発明組成物中にO.01～ 5
%配 合されることが望ましい。

【0016】 本発明で使用されるパール光沢剤としては
特に限定されないが、脂肪酸グリコールエステルが望ま
しく、例えば、ジステァリン酸エチレングリコール、ジ
ミリスチン酸エチレングリコール、ジイソステアリン酸
エチレングリコール、ジベヘニン酸エチレングリコール
などの直鎖または分岐脂肪酸グリコールジエステル、ス
テアリン酸エチレングリコール、ミリスチン酸エチレン
グリコール、イソステアリン酸エチレングリコール、ベ
ヘニン酸エチレングリコールなどの直鎖または分岐脂肪
酸グリコールモノエステルなどが挙げられ、特に好まし
くは直鎖脂肪酸グリコールジエステルが良好なパール光
沢を与えるために使用される。また、これらのパール光
沢剤は一種または二種以上を混合して用いることができ
る。

【0017】 これらのパール光沢剤は、良好なパール光
沢 ・塗布時の延展性 ・使用性などが得られる範囲であ
る、全組成物中に0.1～ lo%配 合されることが望ま
しい。

【0018】 本発明のパール光沢状組成物は所望によ
り、一般に配合さ4る 成分、例えば、高級アルコール、
ラノリン誘導体、蛋自質誘導体や、ポリエチレングリコ
ールの脂肪酸エステル類等の油性成分、プロピレングリ
コール、グリセリン、ポリエチレングリコール等の保湿
成分、脂肪酸アルカロールアミド、金属イォン封鎖剤、
防腐剤、pH調整剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、色素お
よび香料等を含むことができる。

【0019】 また、本発明のパール光沢状組成物は、ヘ
アーシャンプー、ヘアーリンス、ヘアートリートメント
等の洗髪用製品のほか、ボディシャンプー、洗顔剤、基
礎化粧料、メイクアップ化粧料、整髪料として適用する
ことができる。

【0020】

【実施例】次に本発明を実施例をもって詳細に説明する
が、本発明はこれにより限定されるものではない。実施
例に先立ち、各実施例で採用した試験法、評価法を説明
する。

【0021】 1.塗 布時およびすすぎ時の使用感試験法
(ハーフヘッド法)
パネル (lo人 )が 頭髪を左右半々に分け、一方にコン
トロールとして、下記組成のシャンプーを、他方に試料

(3)
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をそれぞれ塗布し、同時に洗髪し、ついですすぎ洗いを   の 指の通り具合、髪のきしみの有無を官能評価した。
行い、塗布時の延展性、なじみやすさ、およびすすぎ時   【 oo22】

シャンプー (コントロール )

・精製水

【0023】 また、評価の基準を次のように設定した
(コントロールより良いと答えた人数で評価)。
◎ ・・・良いと答えた人数が9名以上

〇 ・・・良いと答えた人数が6～ 8名
△ ・・・良いと答えた人数が3～ 5名
×・・・良いと答えた人数が2名以下

【0024】 2.使 用後の髪の仕上がり感試験法
パネル (10人 )が 前記と同様の方法で使用した後、毛
髪を乾燥させ、左右の毛髪のまとまり易さ、しなやか
さ、櫛通りの良否等の仕上がり具合を官能評価した。
【0025】 また、評価の基準を次のように設定した
(コントロールより良いと答えた人数で評価)。
◎ ・・・良いと答えた人数が9名以上
〇 ・・・良いと答えた人数が6～ 8名

△ ・・・良いと答えた人数が3～ 5名
×・・・良いと答えた人数が2名以下

【0026】 3.パ ーノ′楡尺性

組成物を調製し、日視によリパール光沢の状態を評価じ
た。

【0027】 また、評価の基準を次のように設定した。
◎ ・・・極めて美しいパール感を有する

( % )

2 0 . 0

0 . 5

バランス

○・・・美しいパール感を有する
△・・・パール感を有する
×・・・パール感を有さない (自濁または透明)
【O028】 4.分 散安定性

組成物を調製し、45℃ の恒温槽で1カ月間保存し、そ
の外観を目視により評価を行い、分散安定性を評価し
た。

【0029】 また、評価の基準を次のように設定した。
◎・・・タト観に変化なし

○・・・外観にほとんど変化なし
△・・・外観に若干の変化あり(分離・沈殿など)
×・・・外観に変イヒあり(分離・沈殿など)
【0030】 実施例1～8、比較例1～9(シ ャンプ
ー

)

表 1,表 2に記載の配合組成よりなるシャンプーを調製
し、その塗布時の延展性、髪へのなじみやすさ、すすぎ
時の感触、仕上がり感、分散安定性について調べた。そ
の結果を表 1に併せて示す。

【0031】

【表1】

(4)

・POE(3)ラ ウリアレエーテル硫酸ナトリウム
・カチオン化セルロース誘導体

(商品名 :ポリマー」R400[UcC社 製])
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